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＜活動報告＞ 

☆☆☆☆☆☆☆ さいたま市主催「まなびピア inさいたま」に参加 ☆☆☆☆☆☆☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２日、さいたま市主催の「まなぴピア in さいたま」で二つの講座を開催し、みぬまで暮らす

会の活動を紹介しました。 

 

第一講座は、当会事務局長の長沼（ＮＰＯ法人くらしとお金の学校代表）が講師を担当、「見沼

区介護・福祉マップを作って初めて、自分たちが暮

らすまちが見えてきた」と題し、それまで何も知らな

かった介護保険制度について介護保険用語から勉

強を始め「見沼区介護福祉マップ」を作るまでの経

緯を、そしてマップを作ってみて見えてきた「介護の

現状と介護サ－ビス・介護施設の実態」を報告しま

した。「どうする？私たちの老後」との問いかけに、

参加者の皆さんは真剣に聞き入っていました。 

 

続いての第二講座は、当会代表の嘉成が担当、「共助の家・みぬまハウス設立に向かって」と

題し、これまでの「みぬまで暮らす会」の活動を報告

し、「住み慣れた我が家でずっと自立して暮らし続け

るためには地域の人同士の支え合いが不可欠」で、

人と人を繋ぐための拠点「みぬまハウス」が必要と、

みぬまハウス設立プロジェクトへの参加を呼びかけ

ました。参加者のほとんどが見沼区在住の方々で、

私たちみぬまで暮らす会の仲間が増える兆しが感

じられました。 
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『長年住み慣れた街で、一人ひとりが安心して「自分

らしく生き生きと暮らし続けることができる」ように開設し

ました。寝たきりを予防し閉じこもりにさせない「顔の見

える関係」でご自身の力を最大限に引き出しながら、年

老いても病気や障害があっても、当たり前に暮らしてい

けるような生活を支えるための援助を提供します。』とい

うパンフレットの言葉にひかれて見学した。Ｈ１６年に築

３５年の住宅を借りて事業をはじめ、その後新しい場所 

に平屋のデイサービス棟、続いて２階建の宅老所を大

家さんがつくり、借りているとのこと（デイサービスは介護保険内、お泊まりは保険外の事業）。介護度３～

５の人が６割以上で、認知症の人、障害者、ターミナルケアの人も受け入れているとのこと。パンフ

レットの通り、一般の住宅のようで、日当たり風通しもとてもよく、きれいに掃除されており、訪ねた

のが２時過ぎだったので、昼食後のゆったりした時間になっており、本当に家庭にいるように自由

に過ごされているのが印象に残った。 

有限会社組織になっているが、説明をされた代表の方は、いまだにこの３年間お給料なしとのこ

とに、お金もうけではやれない仕事である事をあらためて感じた。            （後藤 信子） 

＜施設概要＞ 

設置主体 ： 有限会社プラン・ウエスト 

代   表 ： 安西順子さん 

住   所 ： 〒２７０－００２３ 千葉県松戸市八ヶ崎３－６０－１０ 

電   話 ： ０４７－３４１－６５６５  http://www.plan-west.com/  

提供サービス ： デイ、訪問介護事業所、居宅介護支援事業所、宅老所 

 
生協が社会福祉法人化して創った特別養護老人ホー

ム「いきいきタウンとだ」の敷地の脇に「ぱるの家きざわ」

はある。玄関を入るとすぐにリビングルームで三々五々利

用者さんたちがテーブルを囲んでいた。 
平成１８年の介護保険法の改正で設置された小規模

多機能型居宅介護はさいたま市にも３ヶ所しかなく、地

域密着事業なので地域の人しか利用できない。在宅介

護を支える期待の星なのだが増えていく気配がない。 
「ぱる」を訪問して単体での運営は厳しいと思った。２４

時間、３６５日切れ目なくサービスを提供する、介護施設

以上のサービスなのに介護報酬が余りにも低い。 
訪問介護、通所介護、ショートスティの３つのサービス

を組み合わせて利用できれば在宅介護の負担も軽減で

きるのに…。                   （長沼 和子） 

＜見学会報告のページ＞ 

  

＜施設概要＞ 

設置主体 ： 社会福祉法人 ぱる 

設   立 ： ２００８年７月 

所 在 地 ： 戸田市喜沢２－５－２３ 

電   話 ： ０４８－４７５－８６１６ 

＜ケアマネの内山さんと＞ 

宅老所・デイサービス「ひぐらしの家」 

小規模多機能型居宅介護施設「ぱるの家・きざわ」 



 
１０月１６日、「配食サービス・ひまわり」を訪問しました。

今日は見沼区フェア参加に向けての作品づくりです。私

も布ぞうり作りグループ（８名）に参加しました。 
 

皆さん布ぞうりづくりは初めてのチャレンジ。思い思い

の生地を持ち寄り、まずは鼻緒からスタートです。鼻緒

は、平均に撚りをかけていく作業が、慣れないとけっこう

難しいのですが、なかなか上手くできていました。 次は 

土台作り、初めの部分が思うようにいかず苦労しました

が、後は一気に台を完成。編んでおいた鼻緒を付けて出

来上がりです。今回は鼻緒を編みこまないで後から付け

る簡単なほうにしました。 

他のグループは、小座布団、ミニ腕カバー等の作成を

しておられました。そのあと、武蔵野フーズのお弁当の試

食を楽しみ、解散しました。         （伊多波 安子） 

 

 

メンバーは殆どがシニアです。私たちは活動を通じて生きがいを感じ、自立したシニアライフを

送ることを目標にしています。 

（１）ふれあい菜の花子ども教室 

菜の花や野菜の種まきから収穫までを 

子どもたちと実体験する。 

（２）パソコン相談サロン 

公民館を巡回して月１回の割合で開催 

（３）パソコン活用講座開催 

コミュニティセンター等で開催 

（４）ホームページ同好会 

「Web さぽーと」運営支援 

 

 

設立年月 ： ２００５年７月 

代 表 者 ： 岩井正三 

会 員 数 ： １８名  

平均年齢 ： ６２歳 

会    費 ： ６０００円/年 

配食サービス・ひまわり 

ＮＰＯ法人・地域人ネットワーク 

＜地域の活動団体の紹介コーナー＞ 



☆☆☆ 老後を安心して暮らす秘訣は､お互い様の関係づくりから ☆☆☆ 

２０１０年「みぬまで暮らす会」ワンコイン(\500)セミナーとワンコイン(\500)ランチのお知らせ 

 

１月２１日（木） セミナー        

時間 ： 午後１時～２時３０分 

会場 ： 五反田会館 

「見沼区介護・福祉マップ作りから見えてきた私たちのまち」 

区内の介護・福祉情報をリアルタイムにお知らせします。 

講師 ： ＮＰＯ法人・くらしとお金の学校 長沼和子さん 

２月 ４日（木） セミナー 

時間 ： 午後１時～２時３０分 

会場 ： 五反田会館 

「老々介護・認々介護にならないための つながりづくり」 

墓参や墓掃除など期間限定のお手伝いや通院の付き 

添いなど定期的なお手伝い。そして、昔懐かしいあそび 

の達人もお互いさまの関係づくりに力を発揮！ 

あなたのできるところから始めませんか？ 

講師 ： みぬまで暮らす会 代表 嘉成勝子 

２月１８日（木） セミナー 

時間 ： 午後１時～２時３０分 

会場 ： 五反田会館 

「未来を子どもたちに！地産地消をみぬまから」 

野菜の栽培体験や直売所のご案内もあります。 

講師 ： オーガニック・ハーベスト丸山 丸山恵美子さん 

３月 ４日（木） ランチ 

３月１８日（木） ランチ 

時間 ： 午後１２時～３時 

会場 ： サロンみぬま 

ワンコイン（５００円）のランチとオシャベリの会です。 

 楽しい話題や特技を披露してくれるゲストをお呼びして、 

  昼下がりのひととき、食事と会話を楽しみませんか？ 
* 食事準備の都合上、前日までにお申し込みをお願いします。 

参加される方に「サロンみぬま」の案内図をお送りします。 

４月 １日（木） お花見 

時間 ： 午前１１時～２時 

集合 ： 七里総合公園 

春は、みぬま田んぼの桜並木を散歩して、戸外ランチを！ 

各自､自慢のお総菜を一品持ち寄りでお花見をしましょう。 

＊ 気候の状況により日程を変更することがあります。 

お問い合わせ・お申し込み先 ： ０４８－６８７－６２７７ みぬまで暮らす会・事務局（長沼） 
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